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平成２１年度 地域公共交通活性化再生総合事業計画 
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平成２１年度 当別町コミュニティバス実証運行事業計画 
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ニューズレター（第１号～第６号） 
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バスマップ 
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小中学生向けモビリティ・マネジメント使用スライド 
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西当別小学校授業後アンケート調査の結果 

 

51%

49%

男子 女子

 
図 1-1 性別 

児童の性別は、男子・女

子、ほぼ同程度の割合で

ある。 

53%

47%

利用したことがある 利用したことがない

 
図 1-2 ふれあいバスの利用経験 

児童のふれあいバス利

用の有無は5割強が利用
したことがあると回答。 

1

0

0

32

0

5

0 5 10 15 20 25 30 35

循環線（昇順）

循環線（降順）

金沢線

西当別・あいの里線

みどり野・青山線

あまり利用しない

 
図 1-3 利用するふれあいバス路線 

実施した学校が西当別

小学校であることから、

この地域を運行する路

線である西当別・あいの

里線の利用が顕著に高

い。 

0%3%
22%

75%

ほぼ毎日 週に3～4

週に1～2日程度 月に1日程度  
図 1-4 ふれあいバスの利用頻度 

ふれあいバスの利用頻

度、月に 1日程度が圧倒
的に高い。 
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0%
25%

31%

44%

通学 通院 買い物 その他
 

図 1-5 ふれあいバスの利用目的 

ふれあいバスの利用目

的は、その他が最も高い

割合を示し、次いで、買

い物が高い。 
その他の目的としては、

習い事や遊び等の件数

が多い。 

80%

17%

分かりやすかった どちらとも言えない

分かりにくかった
 

図 1-6 診断カルテの内容 

提供した診断カルテの

内容については、8 割の
児童が分かりやすかっ

たと回答。 

26%

25%

49%

大変だった どちらとも言えない

大変ではなかった  
図 1-7 交通日記の記録について 

交通日記の記録につい

ては、大変だったと回答

した児童の割合が 26％
に対し、大変ではなかっ

たと回答した児童の割

合は 49％であった。 

87%

13%

興味を持った 興味を持てなった
 

図 1-8 環境問題への興味 

授業を聞いての環境問

題への興味については、

９割弱が興味を持った

と回答した。 
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94%

6%

感じた 感じない
 

図 1-9 自動車利用は控えるべきと感じたか 

授業を聞いて自動車利

用は控えるべきと感じ

た児童は 94％であり、
圧倒的に高い割合を占

めていた。 

92%

8%

興味を持った 興味を持てなかった
 

図 1-10 ふれあいバスに興味を持ったか 

授業を聞いてふれあい

バスに興味を持った児

童は 92％であり、圧倒
的に高い割合を占めて

いた。 

 交通に関する一般的な意識については、ほとんどの項目で自動車利用抑制側の回答となっている

ことが分かる。しかしながら、クルマを控えることは難しいことだと思いますか？（自動車利用抑

制の知覚行動制御）の設問においては、難しいと感じる児童の方が多い結果であった。 
 

 

5.6%

7.0%

33.3%

18.1%

6.9%

47.9%

33.3%

27.8%

16.7%

27.8%

19.7%

22.2%

45.8%

76.4%

65.3%

18.3%

4.2%

全く

思わない

2.8%

6.9%

1.4%

7.0%

あまり

思わない

5.6%

どちらども

言えない

やや

思う

とても

思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

クルマに頼らないライフスタイルを目指そうと思いますか？

クルマを控えることは難しいことだと思いますか？

できるだけ環境に優しい移動をすることが良いことだと思い

ますか？

できるだけ徒歩や自転車で移動しようと思いますか？

できるだけバスを利用しようと思いますか？
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当別小学校授業後アンケート調査の結果 

46%

54%

男子 女子  
図 2-1 性別 

児童の性別は、男子・女

子、ほぼ同程度の割合で

ある。 

16%

84%

利用したことがある 利用したことがない  
図 2-2 ふれあいバスの利用経験 

児童のふれあいバス利

用の有無は8割強の児童
が利用したことがない

と回答。 

3

0

2

7

0

5

0 1 2 3 4 5 6 7 8

循環線（昇順）

循環線（降順）

金沢線

西当別・あいの里線

みどり野・青山線

あまり利用しない

 
図 2-3 利用するふれあいバス路線 

利用するふれあいバス

路線については、西当

別・あいの里線が 7件と
多いものの、児童の全体

数から見ると多くは無

い。 

0%0% 17%

83%

ほぼ毎日 週に3～4

週に1～2日程度 月に1日程度  
図 2-4 ふれあいバスの利用頻度 

ふれあいバスの利用頻

度については、月に 1日
程度が8割強と圧倒的に
高い結果であった。 
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0%
25%

31%

44%

通学 通院 買い物 その他
 

図 2-5 ふれあいバスの利用目的 

ふれあいバスの利用目

的はその他が 44％と高
く、次いで、買い物が

31％と高い。 
その他の理由としては、

習い事や遊びに行く時

という回答があった。 

96%

4%

分かりやすかった どちらとも言えない

分かりにくかった  
図 2-6 地球温暖化の説明 

地球温暖化の説明の分

かりやすさについては、

96％が分かりやすかっ
たと回答しており、高い

水準を得ている。 

45%

51%

4%

出来た まぁまぁ出来た

あまり出来なかった  
図 2-7 バスを使ったプランの作成 

バスを使ったプラン作

成については、出来た・

まぁまぁ出来たを含め

ると 9割以上の児童が、
出来たと回答しており、

一方、出来なったと回答

した児童は僅か 4％であ
った。 

92%

8%

興味を持った 興味を持てなった
 

図 2-8 環境問題への興味 

環境問題への興味につ

いては、9 割以上の児童
が、興味を持ったと回

答。 
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98%

2%

感じた 感じない
 

図 2-9 自動車利用は控えるべきと感じたか 

授業を聞いて自動車利

用は控えるべきと感じ

た児童は 98％であり、
圧倒的に高い割合を占

めていた。 

87%

13%

興味を持った 興味を持てなかった
 

図 2-10 ふれあいバスに興味を持ったか 

授業を聞いてふれあい

バスに興味を持った児

童は 87％であり、圧倒
的に高い割合を占めて

いた。 

 交通に関する一般的な意識については、ほとんどの項目で自動車利用抑制側の回答となっている

ことが分かる。しかしながら、西当別小用のアンケート結果同様、クルマを控えることは難しいこ

とだと思いますか？（自動車利用抑制の知覚行動制御）の設問においては、難しいと感じる児童の

方が多い結果であった。 
 

 

1.0%

12.4%

0.0%

4.2%

18.6%

29.9%

28.9%

15.3%

40.6%

40.2%

27.8%

15.3%

31.6%

32.3%

24.7%

12.4%

83.7%

45.9%

17.7%

全く
思わない

1.0%

あまり
思わない

5.2%

6.1%

4.1%

どちらども
言えない

やや
思う

とても
思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

クルマに頼らないライフスタイルを目指そうと思います
か？

クルマを控えることは難しいことだと思いますか？

できるだけ環境に優しい移動をすることが良いことだと思
いますか？

できるだけ徒歩や自転車で移動しようと思いますか？

できるだけバスを利用しようと思いますか？
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バス祭りアンケート調査（一般）の結果 

男性

40.7%
女性

59.3%

 
図 3-1 回答者の性別 

 
回答者の性別は女性の方が 10％程度高い。 

20歳以下

0.9% 20歳代

5.4%

30歳代

25.8%

40歳代

25.2%

50歳代

11.4%

60歳代

15.0%

70歳以上

16.2%

 
図 3-2 回答者の年齢 

 
一般の方（小中学生を除く）の回答者の年齢

は、30歳代と 40歳代が多く、この両者で約半
数を占めている。 
  

当別町

57.1%

札幌市

33.5%

当別町

及び

札幌市外

9.3%

 
図 3-3 回答者の居住地 

 
 回答者の居住地は、当別町が 5割以上と高い
ものの、町外からの来場者も 4割以上と高い傾
向にある。 

その他

4.6%

高校生

0.6%

大学生

0.6%

会社員・

公務員・

団体職員

35.2%

農業

1.5%

パート

8.9%

主婦

34.6%

無職

14.1%

 
図 3-4 回答者の職業 

 
 回答者の職業は、会社員・公務員・団体職員

及び主婦の占める割合が高い。この理由として、

ふれあい倉庫の収穫祭と同日時での開催であっ

たことが考えられる。 
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免許が

ある

73.1%

免許が

ない

23.3%

 
図 3-5 運転免許保有状況 

 
 回答者の運転免許の保有状況は、7 割以上が
免許を持つと回答しており、高い割合を占めて

いる。 

いつでも

利用でき

る自動車
がある

56.9%

家族共用
の自動車

がある

28.3%

自動車は

ない
14.8%

 
図 3-6 自動車の保有状況 

 
 回答者の自動車保有状況は、「いつでも利用で

きる自動車がある」が 57％と高く、次いで、「家
族共用の自動車がある」が 28％と高い。一方、
自動車を保有していない世帯は、15％程度存在
している。 

循環線

(昇順）

6.8%

循環線

(降順)

5.1%
金沢線

3.4%

西当別

線・あいの

里線

24.0%

みどり野・

青山線

3.4%SuiSui

ふれバ

2.5%

全く利用し

ていない

54.8%

 
図 3-7 利用バス路線 

 
 ふれあいバスの利用路線としては、「西当別あ

いの里線」が 24％と高く、次いで市街地循環線
（昇順）が 6.8％と高い。一方、「全く利用して
いない」という回答者は半数以上存在した。 

ほぼ毎日
3.3%

週に3～4
日程度

5.4%
週に1～2

日程度

6.0%

月に1日
程度

11.3%

年に数日

程度

11.9%

全く利用し

ていない

55.8%

不明

6.3%

 
図 3-8 バス利用頻度 

 
 ふれあいバスの利用頻度としては、「全く利用

していない」という回答者は半数以上存在する

が、利用している方においては、「月に 1 日程
度」、「年に数回程度」の利用者が多い。 
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通学

0.4%
通勤

6.9%

通院

15.6%

買い物

18.9%

その他

9.1%

あまり利

用しない

49.1%

 
図 3-9 バス利用目的 

 
 ふれあいバスの利用目的としては、「あまり

利用していない」が半数程度と高い状況であ

るが、利用している方においては、「買い物」

利用が多い状況である。 

買い物
施設
32.1%

病院
38.4%

その他
29.6%

 
図 3-10 バスを利用して行く施設 

 
 ふれあいバスを利用して行く施設として

は、買い物施設、病院の占める割合が高い。 

16

20

37

39

64

84

132

0 20 40 60 80 100 120 140

HP

バス車内広告

その他

知人等からの紹介

ポスター

広報誌

チラシ（新聞折込）

 
図 3-11 バス祭りの認知媒体 

 
 バス祭りの認知媒体としては、チラシ（新

聞折込）の件数が 132 件と高く、高い周知媒
体であることが分かる。また、広報誌、ポス

ターも高い件数である。 

タクシー

0.3%

バイク

0.0%
自動車

(同乗)

19.7%

自動車
(運転)

28.4%

ふれあい

バス

10.1%

自転車

14.0%

徒歩

11.9%JR
10.4%

不明

5.1%

 
図 3-12 バス祭りへの移動手段 

 
 バス祭りへの移動手段としては、自動車（運

転）及び自動車（同乗）の占める割合が高い。

しかしながら、一般的な交通行動においては、

ＪＲやふれあいバスの割合は１割に満たない

ことが予想されるが、本イベントでの移動手

段では、ＪＲ、ふれあいバス利用がそれぞれ

約 1 割存在していることから、高い割合と言
える。 
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21

22

29

29

45

82

138

144

0 20 40 60 80 100 120 140 160

環境学習に役立つ展示等があったから

その他

さわやか駅伝に参加したから

特に予定が無かったから

景品などがもらえるから

子どもを参加させたかったから

当別ふれあいバスに興味があったから

DMVなど新しい車両に興味があったから

 
図 3-13 バス祭りの参加理由 

 バス祭りの参加理由としては、「Ｄ

ＭＶなど新しい車両に興味があった

から」及び「当別ふれあいバスに興

味があったから」という意見が高い。

また、「子供を参加させたかったか

ら」という意見も 82件と高い状況で
あった。 
 一方、環境に関するパネル等も掲

示したものの、「環境に役立つ展示等

があったから」という回答は僅かで

あった。 

9

18

22

28

29

41

46

60

77

86

138

153

0 20 40 60 80 100120140160180

その他

交通すごろく

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ教室

ﾊﾟﾈﾙ・映像展示

ふれあいﾊﾞｽｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ

ﾊﾞｽの乗り方教室

子ども縁日

天ぷら油回収

ふれあいﾊﾞｽ新規導入の小型ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽ

CNG(天然ｶﾞｽ)ﾊﾞｽ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ

DMV

 
図 3-14 バス祭りで体験・見学・参加した内容 

 
 バス祭りで体験・見学・参加した

内容としては、ＤＭＶが最も高く、

次いで、ハイブリッドバス、ＣＮＧ

バス、ふれあいバス新規導入の小型

ノンステップバスの順で高いことか

ら、参加理由からも分かる通り、参

加者の多くは車両に興味を持ってい

ることが分かる。 

現在利用

しており、

今後も利

用したい

21.0%

今後は利

用したい

13.8%

機会があ

れば、利

用したい

64.6%

利用したく

ない

0.7%

 
図 3-15 今後のバス利用意向 

 
 今後のふれあいバスの利用意向に

ついては、「機会があれば、利用した

い」という消極的なバス利用意向を

示す方が圧倒的に高いものの、「今後

は利用したい」という積極的なバス

利用意向を示す方が 15％弱存在し
た。 

参加
したい

47.8%

都合が合

えば、参
加したい

43.0%

あまり参
加したく

ない
2.1%

 

図 3-16 バス祭り参加意向 

 バス祭りの参加意向については、

「参加したい」という積極的な参加

意向を示す割合が約半数存在した。

一方で「あまり参加したくない」と

回答した方は、僅かであったことか

ら、本イベントについて高い満足度

を示していたことが想定される。 
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自由回答一覧 

性別 年齢 意見等 

男性 40歳代 大変良いﾊﾞｽ 

女性 70歳以上 今年初めてバス祭りを行いましたが、とても良いと思います。続けて下さいませ。 

男性 20歳代 
エコ活動が必要な時代であり、このように、地域の方々と一緒にエコについて勉強

できるので、今後もバス祭りやエコに関することをやった方がよいと思います。 

女性 60歳代 バス祭り楽しかった。 

男性 40歳代 

中央バスはともかく、こちらで走っていないＪＲバス、ＤＭＶを含めてのイベント

はすごい。当別町内の人々はＪＲバスのハイブリットやＤＭＶを見て、驚いた人も

いると思う。かなうことなら来年も実施して欲しい。 

女性 60歳代 
今後年を重ねることによりバスが便利と感じるときがあると思います。そのときは

是非利用することが喜び感謝につながると思います。 

女性 30歳代 DMVを近くで見られて良かった。 

女性 50歳代 
川下に住んでいるので利用することはないが、母が六軒町にいるのでいつも利用し

ています。運転手の方も親切で喜んでいます。 

女性 60歳代 時々当別に来ておりますが(実家があり)とても良いと思う。 

男性 30歳代 頑張ってください。 

男性 30歳代 今後も継続していくことを期待しています。 

男性 40歳代 
地域の皆さんがより参加していただけるとさらに盛り上がると思います。協働が必

要と思います。 

女性 40歳代 楽しいイベントでバスに興味を持ちました。 

女性 40歳代 
利用しようと思うと、時間帯に走っていなくて乗れない。土・日・祝はあいの里線

ロイズまでなのですか？ 

男性 30歳代 札幌ドーム行きのバスをお願いしたいです。 

男性 40歳代 食事のできる環境(販売等)を整えて欲しかった。 

女性 20歳以下 こういうバス祭りが何回かあったら嬉しいです。 

女性 40歳代 機会があれば参加したい。 

女性 40歳代 
路線や停留所をもっと増やしてほしい。行きたい場所に行けないし、時間が合わな

い。 

女性 50歳代 
バス祭りの開催によって広く町民に知らせることができるのはとても良い事だと

思います。ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟﾊﾞｽは良いですね。 

女性 30歳代 駐車場が不案内。分かりづらかった。 

女性 60歳代 自宅の近くまで通っているので便利です。 

女性 20歳代 小さい子でも楽しめるのでいい企画だと思いました。 

女性 50歳代 ふれあいﾊﾞｽが走っているのは見かけましたが、今回初めて利用しました。 

男性 50歳代 終業時間を遅くしてほしい。 

女性 30歳代 チケットをもらえるようなので利用してみたいです。 

男性 50歳代 
当別町スタッフの皆さん大変お疲れ様です。今後ともよろしくご指導のほどお願い

申し上げます。(北海道運輸局) 

男性 30歳代 

当別ふれあいバスの事についてもっと知りたかったのですが、ふれあいバスの概要

や成り立ち、町民の方がどれだけ利用しているのか、将来の展望、現在の問題点な

ど、展示や発表があれば良かったなと思います。でも、DMVやポンチョがみれて良

かったです。 

女性 30歳代 もう少し本数を増やしてほしい。(あいの里線) 
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男性 70歳以上 広く継続してＰＲしてください。 

男性 30歳代 ﾊﾞｽが足りない。 

男性 30歳代 江別市より参加。当別町内のことについてのｱﾝｹｰﾄが多く回答に困った。 

男性 40歳代 あいの里線のダイヤが変わると良い。 

女性 30歳代 いろんなバスに乗ってみたい 

男性 30歳代 今日、平日ダイヤだと知らず、バスにのれなかった。 

男性 30歳代 
今、高速バス等ですごく人気のある「日野ニューセレガ」も次回バス祭りでは展示

し、環境性能の高さについての解説とＰＲをしてほしい。 

男性 60歳代 バス運転士さんが気分的にもやさしい運転をします。 

男性 50歳代 いろんなバスに乗ってみたい 

女性 40歳代 いろんなバス新しい型を見られて良かったです。 

男性 70歳以上 大変良いことだと思います。数多くお願いします。 

女性 40歳代 
普段ゆうゆうさんでお世話になっていますが、江別在住でこのようなイベントに参

加できてよかったです。 

女性 60歳代 もう少し本数を増やしてほしい。当別あいの里線 

女性 30歳代 いつまでも運行してください。 

男性 40歳代 イベント用に「ふれば」ののぼりがあればいいですね。 

女性 40歳代 楽しかったです。次回も是非参加したい。 

女性 40歳代 
もう少し、バスに係わるもの（チョロＱ）とか、子供対象のものも売っていればと

思いました。本物を見たら、手元にという気持ちもあると思います。 

女性 30歳代 
普段はあまりバスに乗ることがないので、子ども達（3歳、2歳）は喜んで乗って

いました。今後は、バスに乗る機会を作ってみたいと思います。 

男性 20歳代 
今後も開催があれば参加し、自分達の勉強とさせていただきたい。（自分達も似た

ような祭りの企画を考えているので） 

女性 70歳以上 大変良いことです。 

男性 40歳代 
通勤が札幌なのでふれあいバスを利用したことがない。機会があれば積極的に利用

していきたいと思う。 

女性 30歳代 もう少し子供が楽しめる何かがあるといいと思います。 

男性 30歳代 

当別町の努力を中央バスでも有効に利用してほしい!!札幌厚別・白石・東区を中心

に!!利用減に対しては、JHBさんはかなり頑張っているが、中央バスは全く見えな

い!! 
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バス祭りアンケート調査（小学生）の結果 

男性

44.1%女性
55.9%

 
図 4-1 回答者の性別 

 
 回答者の性別は、女性の方が多い状況で

ある。 
 

当別町外

中学校

4.1%

当別

小学校

40.4%

西当別

小学校

26.9%

弁華別

小学校

1.0%

当別町外

小学校

11.2%

当別

中学校

8.7%

西当別

中学校

2.9%

弁華別

中学校

0.0%

 
図 4-2 回答者の学校 

 
 回答者の学校はバス祭りの開催場所が市

街地地区であったことからも「当別小学校」

の占める割合が約 4割と高い。また、西当
別小学校の児童も 27％と高い状況であっ
た。加えて、小学生に比べると中学生の参

加割合が低いことが分かる。 

6年生

24.7%

5年生

19.8% 4年生

21.0%

3年生

9.9%

2年生

8.6%

1年生

16.0%

 
図 4-3 回答者の学年（小学生） 

 
 バス祭りに参加した児童の学年は、6 年
生が 25％と最も高く、次いで、4 年生、5
年生の順で高いことが分かる。 

1年生

26.7%

2年生

20.0%

3年生

53.3%

 
図 4-4 回答者の学年（中学生） 

 
 バス祭りに参加した中学校の生徒の学年

は、3年生が半数以上と高い状況である。 

当別町

82.7%

札幌市

9.6%

当別町

及び

札幌市外

9.3%

 
図 4-5 回答者の居住地 

 
 回答者の居住地は、当別町在住の児童・

生徒が 83％と圧倒的に高いことが分かる。 
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自動車が
ある

99.0%

自動車が

ない

1.0%

 
図 4-6 家庭の自動車の有無 

 
 回答した児童・生徒の大半の家庭には、

自動車があることが分かる。 

循環線

(昇順）
6.8%

循環線

(降順)
5.1%

金沢線

2.9%

西当別

線・あいの
里線

23.3%
みどり野・

青山線
4.9%

SuiSui
ふれバ

2.5%

全く利用し

ていない
66.0%

 
図 4-7 利用バス路線 

 
 回答者の利用バス路線については、「全く

利用していない」が 6割以上と高い。また、
ふれあいバスを利用している児童・生徒に

おいては、「西当別・あいの里線」の利用が

23％と高い状況である。 

ほぼ毎日
1.0%

週に3～4
日程度

1.9% 週に1～2

日程度
7.7%

月に1日
程度

10.6%

年に数日

程度
12.5%

全く利用し

ていない
65.4%

不明

1.0%

 
図 4-8 バス利用頻度 

 
 回答者のバス利用頻度については、「全く

利用していない」が 6割以上と高い。また、
ふれあいバスを利用している児童・生徒に

おいては、「年に数日程度」、「月に 1 日程
度」の利用が多い状況である。 

通学
4.1% 通院

4.1%

買い物
11.2%

その他
17.3%あまり利

用しない
63.3%

 
図 4-9 バス利用目的 

 
 回答者のバス利用頻度については、「あま

り利用していない」が 6割以上と高い。ま
た、ふれあいバスを利用している児童・生

徒においては、「その他」利用及び「買い物」

利用の割合が高い。 
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買い物

施設

32.1%

病院

8.8%

その他

47.1%

 
図 4-10 バスを利用して行く施設 

 
 バスを利用して行く施設としては、「その

他施設」及び「買い物施設」の占める割合

が高い。 

11

20

1

57

1

1

14

24
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広報誌

ポスター

バスのニューズレター

チラシ

HP

バス車内広告

知人等からの紹介

その他

 

図 4-11 バス祭りの認知媒体 

 
 バス祭りの認知媒体としては、「チラシ」

が圧倒的に高い。 

おひとり

2.2%
親戚
2.2%

友達

29.9%

兄弟

13.1%

家族

19.7%

母親

19.0%

父親

12.4%

その他

1.5%

 

図 4-12 バス祭りへの同行者 

 
 バス祭りへの同行者については、「友達」

が 3割弱と高く、次いで、「家族」、「母親」
の順で高い。 

不明

4.8%JR

4.8%
タクシー

1.0%

自動車

(同乗)

42.3%

ふれあい

バス

3.8%

自転車

29.8%

徒歩

13.5%

 
図 4-13 バス祭りへの移動手段 

 
 バス祭りへの移動手段としては、自動車

（同乗）が 4割強と高く、次いで、自転車
が 3 割弱と高い。ふれあいバス利用は 4％
弱であった。 
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DMVなど新しい車両が面白そうだったから

さわやか駅伝に参加したから

 
図 4-14 バス祭りの参加理由 

 
 バス祭りの参加理由としては、「さ

わやか駅伝に参加したから」が 37件
と高い。また、一般の回答者同様、「Ｄ

ＭＶなど新しい車両が面白そうだっ

たから」、「当別ふれあいバスに興味

があったから」という回答も高い状

況である。 

2

3

3
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27
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その他
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ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ

DMV

子ども縁日

 
図 4-15 バス祭りで体験・見学・参加した内容 

 
 バス祭りで体験・見学・参加した

内容としては、「子供縁日」の件数が

最も高く、次いで、ＤＭＶ、ハイブ

リッドバス、ふれあいバス導入の小

型ノンステップバス、ＣＮＧバスの

順で高い。 

不明

1.9%

面白く

なかった

3.8%

面白かった

94.2%

 
図 4-16 バス祭りの評価 

 
 バス祭りの評価としては、9割以上
の児童・生徒がバス祭りを「面白か

った」と評価している。 

現在利用

しており、

今後も利

用したい

18.6%

今後は利

用したい

14.7%
機会があ

れば、利

用したい

62.7%

利用

したくない

3.8%

 
図 4-17 今後のバス利用意向 

 
 今後のふれあいバスの利用意向に

ついては、「機会があれば、利用した

い」という消極的なバス利用意向を

示す方が圧倒的に高いものの、「今後

は利用したい」という積極的なバス

利用意向を示す方が 15％弱存在し
た。 
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参加

したい
61.5%

都合が合

えば、参

加したい
33.3%

あまり
参加

したくない
3.8%

 
図 4-18 バス祭りの参加意向 

 
 バス祭りの参加意向については、

「参加したい」という積極的な参加

意向を示す割合が6割以上存在した。
一方で「あまり参加したくない」と

回答した方は、4％弱と僅かであった

ことから、本イベントについて、高

い満足度を示していたことが想定さ

れる。 
 

性別 学校 学年 意見等 

女性  当別小学校 4年生 今度はレンコンの唐揚げがあったらいいと思いました。 

女性  当別小学校 4年生 

もうちょっと「世界の子供を助けようプロジェクト」や

「リングプル活動」なども増やした方がいいと思う。ず

っと続けた方がいいと思う。 

男性  当別町外中学校 2年生 
DMVのデモンストレーションが見られて良かった。HBバ

スやCNGバスが良かった。 

女性  西当別小学校 4年生 バス祭り楽しかった。 

男性  当別中学校 3年生 

駅の前だからいろいろな人も来るし、何より楽しい企画

があればみんな来ると思います。どんどん続けてくださ

い。 

女性  西当別小学校 4年生 エコをもうちょっと考えたいです。楽しかった。 

女性  西当別小学校 4年生 
全て乗りやすそうでいいと思います。できるだけ、バス

に乗りたいなあ・・・と思いました。 

男性  西当別小学校 6年生 楽しかった。 

男性  当別中学校 3年生 とても楽しかった。 

男性  西当別小学校 6年生 もっといろいろな店がバスを持ってくればいい 

男性  当別中学校 3年生 駅伝は楽しいので来年も行きたいですね。 

男性  当別中学校 3年生 
時々利用させてもらってます。今でもとても良いのです

が、もう少し行ける場所を増やしてほしいと思います。 

男性  当別町外中学校 3年生 また開いてほしい。 

男性  西当別小学校 6年生 いろいろなﾊﾞｽがあって楽しかったです。 

男性  西当別小学校 6年生 すごくおもしろかった 

女性  西当別小学校 6年生 
天ぷら油を使ってバスを動かしているのがとてエコだな

と思いました。 

女性  西当別小学校 6年生 天ぷら油をあげたらバス券ほしい。 

男性  当別町外中学校 3年生 もっと人がいっぱい入れるようにした方がいいと思う。 

女性  当別小学校 4年生 くじ引きをもっと増やしてほしい。 

女性  西当別中学校 2年生 
バスの運転手の愛想があまり良くないと思う。バス祭り

はいいと思う。 

女性  当別小学校 4年生 
この祭りは楽しかったのは、さわやか駅伝です。次と続

けてほしいです。 

女性  当別小学校 4年生 来年もやってほしい。 
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女性  当別小学校 4年生 このお祭りをずっと続けてほしい。 

男性  当別小学校 5年生 来年もやってほしい。 

男性  当別中学校 1年生 
バスを札幌市内の駅に乗り入れてほしい。バスの便をも

っと増やしてほしい。 

男性  当別町外小学校 1年生 運転席に座ったからバスを運転しているようだった。 

女性  当別小学校 5年生 地球温暖化を考えて利用したいと思う。 
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バス祭り来場者事後アンケート調査の結果 

 

男性

32%

女性

68%

 
図 5-1 回答者の性別 

 
 回答者の性別は男性に比べ、女性の割
合が多い。 

30歳代

18%

40歳代

24%

50歳代

8%

60歳代

29%

70歳以上

21%

 

図 5-2 回答者の年齢 

 
 回答者の年齢は 60 歳代が多いもの
の、20 歳代以下を除き、概ね、分散し
ている。 

農業

3%無職

16%

主婦

24%

パート

19%

その他

16%

会社員・公務

員・団体職員

22%

 
図 5-3 回答者の職業 

 
 回答者の職業は、主婦が最も多く、次

いで、会社員・公務員・団体職員、パー

トの順で多い。 

持っていない

37%
普通免許

63%

 
図 5-4 回答者の免許保有状況 

 
 免許を持っている割合は 6 割強であ
る。 
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ない

27%
ほぼ自分専用

のクルマがある

43%

家族共用のクル

マがある

30%

 
図 5-5 回答者の自動車保有状況 

 
 回答者の自動車保有状況は、ほぼ自分専用の

クルマがあるが 43％と高く、次いで、家族共用
のクルマがあるが 30％と高い。 

61歳～65歳

22%

～60歳

17%

66歳～70歳

35%

71歳～75歳

22%

76歳～80歳

4%

 

図 5-6 将来の運転意向 

 
 将来の運転意向については、66 歳～70 歳ま
でという回答が 35％と最も高い。 

全く利用してい

ない

24%

みどりの青山線

10%

西当別線

58%

金沢線

2%

SuiSuiふれバ

2%

循環線（昇順）

2%
循環線（降順）

2%

 
図 5-7 利用バス路線 

 
 回答者の利用バス路線は、「西当別・あいの里

線」が半数以上と圧倒的に高い。 

週に3～4日程

度

6%

ほぼ毎日

14%全く利用してい

ない

25%
週に1～2日程

度

14%

月に1日程度

22%

年に数日程度

19%

 
図 5-8 バス利用頻度 

 
 回答者のバス利用頻度は、「全く利用していな

い」が 25％と高いものの、バスを利用している
方においては、「月に 1日程度」が 22％と高い。 
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その他

9%

買い物

33%

通院

27%

あまり利用しな

い

16%

通学

2%

通勤

13%

 
図 5-9 バス利用目的 

 バスの利用目的は、買い物

及び通院利用の割合が高い。 

見ていない

20%

見た

80%

 
図 5-10 バスマップの認知 

 
 3 月上旬に配布したバス
マップの認知については、8
割の方が見たと回答してい

る。 

12.0%

48.1%

48.0%

38.5%

22.2%

24.0%

30.8%

22.2%

16.0%

19.2%

3.7%

3.8%

3.7%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新しいバス路線はあなたにとって

使いやすいと思いますか

新しいバス時刻はあなたにとって
使いやすいと思いますか

バス路線図・時刻表は
使いやすいと思いますか

全く思わない あまり思わない どちらとも言えない ややそう思う とてもそう思う

 
図 5-11 新しいバス路線やダイヤ、路線図の評価 

 
 新しいバス路線やダイヤ、

路線図の評価としては、どの

設問も概ね同様の傾向を示

しており、「どちらとも言え

ない」の割合が高いものの否

定的な評価は僅かであり、肯

定的な評価が高い。 

時刻表内の文字を大

きくする

36%

色合いを変える

12%

持ち運びしやすいよう

に小さくする

24%

路線図と時刻表を別々

の用紙にする

8%

見やすいように大きく

する

12%

地図内の文字を大きく

する

8%

 
図 5-12 バス路線図の改善内容 

 
 バス路線図の改善内容と

しては、「時刻表内の文字を

大きくする」及び「持ち運び

しやすいように小さくする」

が高い割合を占めている。 
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図 5-13 バス路線図の配布場所 

 
 バス路線図の配布場所として

は、車内が 20件と高く、次いで、
駅が 14 件、スーパー・商店が 13
件と高い。 
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◆ 新しいバス路線についての意見 

ＪＲあいの里教育大駅のバス停が出来た（肯定的意見） 

あいの里駅に入ってくれるので助かっています（肯定的意見） 

あいの里教育大駅にバス停ができたのがいい（肯定的意見） 

あいの里線当別19：00発が19：07発に変更になり仕事帰りの時間にとても便利になった（肯定的意見） 

みどり野青山線のバスにちょうど良い時間を増やしてほしい（要望意見） 

汽車に乗る時はあいの里教育大のＪＲの駅まで行くようになって便利だと思う（肯定的意見） 

子供の帰宅時間に都合がつかず送り迎えの回数が増えた（否定的意見） 

時刻表がわかりずらくて字が読みずらい（否定的意見） 

自宅のそばに新しくバス停が出来たため（肯定的意見） 

自分の目的にあった時間表に合わせて乗る（その他意見） 

朝、8：23発のバスは太美駅からお客さんが乗らないので10分くらい待たずに発車してほしい（要望意見） 

直通便が無いため、目的地まで時間がかかる（否定的意見） 

友達の家に近くなったから（肯定的意見） 

 
◆ 新しいバス時刻についての意見 

JRの到着時刻に合ったバスの時間が少ない（要望意見） 

バスが多いので大変助かっています（肯定的意見） 

まだクルマがあるのであまり利用しない（その他意見） 

もともと便数が少ないのでなんとも言えない（否定的意見） 

自分がよく利用するＪＲに接続していない。土日にはあいの里に行かないので（否定的意見） 

出かける用途に合わせて利用する（その他意見） 

遅い時間のバスがほしい（要望意見） 

朝と帰りのバスの回数を増やしてもらいたい。7時半から8時台の時間（要望意見） 
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下図に事前（バス祭り開催時）と事後のバス利用頻度の平均値を示す。この図から、事前のバス利

用頻度の平均は、月当たり 6.38 回であるのに対し事後のバス利用頻度の平均は、7.04 回と増加して
いることが分かる。また、下表には、バス利用頻度及び心理指標（自動車利用抑制の行動意図・バス

の行動意図・徒歩の行動意図）の事前、事後における t-検定の結果を示す。この表から、バス利用頻
度は、有意水準 5％で有意差が認められ、また、心理指標については、自動車利用抑制の行動意図が
有意水準 5％で有意差が認められ、また、バスの行動意図は有意水準 1％で有意差が認められた結果
となった。なお、徒歩の行動意図においては、有意差が認められていない。 
このことから、少なくとも本調査で、アンケート調査に協力した方においては、バス祭り参加前後

において、行動（バス利用）及び態度（自動車利用抑制の行動意図・バスの行動意図）に自動車利用

抑制方向の変化があったことが分かる。 
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図 5-14 バス祭り実施前後における利用頻度の変化 

 
 

表 5-1 バス利用頻度及び意識の統計的有意差比較 

平均値 SD 平均値 SD

バス利用頻度（回/月） N=36 6.38 10.4 7.0410.20 -2.041**

自動車利用抑制の行動意図N=36 2.97 1.11 3.44 1.16 -2.048**

バスの行動意図 N=36 3.50 1.16 4.03 1.06 -3.168***

徒歩の行動意図 N=36 3.66 1.28 3.77 1.06 -0.661

有意
確率

事前 事後
ｔ値
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ＳｕｉＳｕｉふれバキャンペーン車内アンケート調査結果 

 

SuiSui ふれバの利用状況・利用促進策を検討するために、SuiSui ふれバ利用者に対して、ア
ンケート調査を実施した。実施概要は以下の通りである。なお、本アンケート調査は SuiSui ふ
れバキャンペーンに合わせて実施した。 

 
 

◆ 実施時期：2009年12月のSuiSuiふれバ運行日 

 

◆ アンケート対象者：SuiSuiふれバ利用者 

 

◆ 有効サンプル数：40サンプル 

 

◆ 調査内容：個人属性（性別・年齢・職業・勤務地・保有免許・保有するクルマ） 

       SuiSuiふれバの利用状況 

       SuiSuiふれバに求めるサービス内容  

 

 
 

65%

35%

男性 女性

 
図 6-1 性別 

利用者の性別は男性が 65％、女性が 35％で
あり、男性の占める割合が高い。 

27%

25%20%

23%

5%

20代 30代 40代 50代 60代

 
図 6-2 年齢 

利用者の年齢は、20代が最も多く、27％であ
り、次いで、30代、50代、40代の順で高い。 
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79%

5%
3%
5% 8%

常勤で就労 自営業 農業従事者 主婦 その他

 
図 6-3 職業 

利用者の職業は、常勤者就労者が圧倒的

に高く、約 8割を占める。 

33%

56%

11%

当別町 札幌市 その他

 
図 6-4 勤務地 

利用者の勤務地は、札幌市が 56％と最も
高く、その他としては、江別市・石狩市・

岩見沢市等が存在した。 

6% 6%
11%

38%
6%

33%

厚別区 札幌市 西区 中央区 東区 北区

 
図 6-5 勤務地が札幌の方の区名 

勤務地が札幌市の方について、勤務地の

区を見ると、中央区と北区の占める割合

が高い。 

88%

10% 2%

普通免許 自動二輪 持っていない

 
図 6-6 免許保有状況 

免許保有状況は普通免許所持の方が 88％
と圧倒的に高い。 

 



 

- 65 - 

53%39%

8%

ほぼ自分専用のクルマが有り

家族共用のクルマが有り

無し

 
図 6-7 クルマ保有状況 

クルマ保有状況については、ほぼ自分専

用のクルマが有りが 53％と最も高く、次
いで、家族共用のクルマがありが 39％と
高い。 
また、無しの割合は僅か 8％であった。 

10%
3%

87%

仕事からの帰宅 私用からの帰宅 飲み会からの帰宅

 
図 6-8 SuiSuiふれバの利用目的 

SuiSui ふれバの利用目的は実施時期が
12月で忘年会シーズンであったことから
も飲み会からの帰宅という方が圧倒的に

多い。 

62%

38%

予約した 予約していない

 
図 6-9 予約の有無 

SuiSuiふれバ利用時に予約をした方は、
62％であり、一方、予約をしないで利用
する方も 38％存在した。 

30%

15%32%

8%

15%

太美地区 スウェーデンヒルズ

本町地区 みどり野地区

その他
 

図 6-10 降車場所 

降車場所については、本町地区と太美地

区の占める割合が高い。 
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33%

31%

28%

8%

はじめて 2～5回ぐらい 6～10回ぐらい 11回以上
 

図 6-11 SuiSuiふれバの利用頻度 

利用頻度については、はじめてという方

が 33％と最も高く、これもキャンペーン
期間中の調査であることが要因と考えら

れる。 
また、2～5回ぐらい利用しているという
回答者も 31％、6～10回ぐらい利用して
いるという回答者も 28％存在し、リピー
ターとしての利用も多いことが分かる。 

83%

17%

金曜日 土曜日

 
図 6-12 利用することが多い曜日 

利用することが多い曜日は金曜日が 83％
と圧倒的に高い。 

51%

27%

2%
8%

6% 4% 2%

以前から知っていた 町広報誌

ポスター バス通信

新聞 ティッシュ配り

その他  
図 6-13 認知媒体 

SuiSuiふれバを認知した媒体としては、
以前から知っていたが、5 割強と高いも
のの、町広報誌の効果が高い。 

60%

40%

知っていた 知らなかった

 
図 6-14 キャンペーンの認知 

SuiSuiふれバのキャンペーン中の調査で
あったが、キャンペーン中であることを

認知せず利用している方が 4 割存在し
た。 
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15%

38%
8%

8%
4%

23%

4%

以前から知っていた 町広報誌

ポスター バス通信

新聞 ティッシュ配り

その他
 

図 6-15 キャンペーンの認知媒体 

SuiSuiふれバのキャンペーンについての
認知媒体としては、町広報誌の他に、テ

ィッシュ配りが高い。 
ティッシュ配りにより、一定の認知度が

得られることが分かり、また、ティッシ

ュ配りの実施コストは、大きくないこと

から、認知度を高める有効な手段の一つ

として考えられる。 

14%

86%

あいの里公園駅0時35分への接続 現状

 
図 6-16 希望の運行便 

希望の運行便については、現状が 86％と
圧倒的に高い。 

76%

4%
4%
4%
4% 8%

現状が追い 日曜日 月曜日

火曜日 水曜日 木曜日
 

図 6-17 運行希望の曜日 

希望の運行日については、現状が良いが

76％と圧倒的に高い。 

10%

38%52%

もっと早くて良い 現状で良い もっと遅い方が良い
 

図 6-18 予約締切時間のニーズ 

予約締切時間については、現状で 20時ま
でとしているが、もっと遅い方が良いと

いう意見が 5割を超えている。 
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76%

14%
5% 5%

1000円 1500円 2500円 2500円以上

 
図 6-19 利用料金 

利用料金については、現状の 1000
円が圧倒的に高いことから、妥当な

金額設定を行えていることが分か

る。 

37%

10%29%

19%
5%

予約の〆切時間を遅くする

料金を下げる

金・土以外の曜日も運行する

自宅の前まで運行する

その他

 
図 6-20 改善ニーズ 

SuiSui ふれバの改善ニーズとして
は、予約の〆切時間を遅くするとい

う意見が 37％と高い。 
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デマンドシステム導入アンケート調査の結果 

 

（１）郊外地区のアンケート調査結果 
 

67%

33%

男性

女性

 

図 7-1 回答者の性別（n=81） 
 

 
郊外地区の回答者の性別は男性が 7 割弱、女
性が 3割強と男性の占める割合が高い。 

0
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70歳以上

 
図 7-2 回答者の年齢 
 

 
郊外地区の回答者の年齢は 70 歳以上が最も
多く、次いで、50代・60代が多いことから、
高齢者の占める割合が高いと言える。 

27

11

25

16

0 5 10 15 20 25 30

東裏

蕨岱町

対雁

川下左岸

 
図 7-3 回答者の居住地 
 

 
郊外地区の回答者の居住地は東裏が 27 名と
最も多く、次いで、対雁が 25名と多い。 
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主婦（パート従事者）

学生・生徒

無職

その他

 
図 7-4 回答者の職業 
 

 
郊外地区の回答者の職業は農業就労

者が 35名と圧倒的に高い。これは、
本調査の対象地域が郊外部であるこ

とを示す特徴的な部分である。また、

回答者が高齢者が多いことからも無

職の方の占める割合も高い状況であ

る。 

3

28

20

22

2

0 5 10 15 20 25 30

単身

配偶者のみ

親子

多世代家族

その他

 
図 7-5 回答者の世帯構成 
 

 
郊外地区の回答者の世帯構成は、配

偶者のみが28名と最も多く、次いで、
多世代家族が 22 名、親子が 20 名と
多い。一方、単身世帯は 3 名と顕著
に少ない。 

68

7

14

75

811

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通免許

自動二輪

原付のみ

保有している 保有していない

 
図 7-6 回答者の免許保有状況 
 

 
回答者の免許保有状況として、普通

免許を保有している回答者は、全体

の 8割を超え、顕著に高い。 
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67%

24%

9%

自分専用のクルマあり

家族共用のクルマあり

ない

 
図 7-7 回答者の自動車保有状況（n=79） 

 
回答者の自動車保有状況は、自分専

用のクルマ有りが 67％と高く、次い
で、家族共用のクルマ有りが 24％と
高い。なお、クルマを有していない

世帯は僅か 9％である。 
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図 7-8 回答者の将来の運転意向 

 
回答者の将来の運転意向は、80 歳ま
でが 29 名と最も高く、次いで、75
歳までが 15名と高い。 
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図 7-9 通勤通学の交通手段 

 
通勤通学時の交通手段は自動車（運

転）が圧倒的に高い。 

65%

35%

ほぼ毎日

週に1～2日

 
図 7-10 通勤通学の外出頻度（n=34） 

 
通勤通学の外出頻度は、ほぼ毎日が

65％と高く、週に 1～2回の回答者は
35％である。 
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図 7-11 買い物時の交通手段 
 

 
買い物時の交通手段は自動車（運転）

が圧倒的に高い。 

12%

63%

25%

0%

ほぼ毎日

週に1～2日

月に数日

年に数日

 
図 7-12 買い物の外出頻度（n=65） 
 

 
買い物の外出頻度は週に 1～2 回が
63％と圧倒的に高く、次いで、月に
数日が 25％と高い。 

39

16

9

9

4

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

0 10 20 30 40 50

当別ラルズ

江別

フレッティ

当別

ツルハ

ツルヤ当別

札幌

農協

あいの里

江別ホーマック

町内

ホクレンショップ元江別

ポスフール江別

江別ホクレンショップ

江別生協

 
図 7-13 買い物場所 

 
2件以上挙がった買い物場所を示す。 
買い物場所は、町内のラルズが 39件
と最も高い。また、江別市内で買い

物する方も全体としては、多い状況

である。 
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図 7-14 通院時の交通手段 
 

 
通院時の交通手段は自動車（運転）

が圧倒的に高い。 
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ほぼ毎日
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月に数日

年に数日

 
図 7-15 通院の外出頻度（n=62） 
 

 
通院の外出頻度は月に数日が 66％と
高く、次いで、年に数回が 19％と高
い。 
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図 7-16 通院場所 
 

 
2件以上挙がった通院場所を示す。 
通院場所は、江別市立病院が 11件と
多く、次いで厚生病院が多い。通院

においても江別市内の医療機関を利

用する回答者が多い状況である。 
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図 7-17 当江線の利用の有無（n=78） 

 
当江線の利用については、74％の回
答者が利用経験が無く、利用経験の

ある回答者は全体の 26％である。 
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図 7-18 当江線の利用頻度 

 
当江線を利用する回答者の内、「ほぼ

毎日」、「週に 1～2回」という、比較
的利用頻度が高い回答者はそれぞれ

1名と僅かである。 
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図 7-19 当江線の利用目的 

 
当江線の利用目的は通院が圧倒的に

高く、通勤・通学・買い物など他の

目的での利用は僅かである。 
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図 7-20 当江線の利用方向 

 
当江線の利用方向についても江別に

向かう利用者が14件と高い状況にあ
る。 
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図 7-21 当江線の問題点・改善点 

 
当江線の問題点・改善点としては、

「バス停が自宅から遠い」、「運行便

数が少ない」という回答がそれぞれ

25件、26件と多かった。 
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バスの運行を望まない

 
図 7-22 期待する運行サービス 

 
新たなバスに期待する運行サービス

としては、「バス停までの距離が短

い」が最も多く 32件あり、次いで「運
行便数が多い」、「町内の施設に行く

ことができる」、「運賃が安い」がそ

れぞれ 29件、24件、22件と続いて
いた。 
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図 7-23 期待するバス便数 

 
期待するバス便数は、「8便」が 8件
で最も多く、次いで「10便」、「12便」
がそれぞれ多くなっており、バス便

数は10便前後を希望している人が多
いことが分かる。 
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図 7-24 期待するバス停留所までの徒歩時間 

 
期待するバス停留所までの徒歩時間

は、「5 分以内」が 15 件と最も多く
なっており、次いで「10分以内」、「3
分以内」となっている。 
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図 7-25 期待する料金 

 
期待する料金は、「200円」が 8件で
最も多く、次いで「300円」が多い。 
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図 7-26 バスで行きたい当別町内の施設 

 
バスで行きたい当別町内の施設は、

「病院」が 9 件と最も多く、次いで
「ラルズ」と「当別駅」が多い。こ

れは回答者に高齢者が多いためと考

えられる。 
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図 7-27 バスで行きたい江別市内の施設 

 
バスで行きたい江別市内の施設は、

やはり「病院」が 13件と圧倒的に多
い。 
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図 7-28 期待にそったバスが運行した場合の利用頻度 

 
期待に沿ったバスが運行した場合の

利用頻度は、「週に 1～2日」が 29％
と最も多く、次いで「月に数日」が

20％となっていた。なお、「利用しな
い」と回答した人も 22％いた。 
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なくなったら利用し
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利用したくない

 
図 7-29 デマンドバスの利用意向（n=62） 

 
デマンドバスについては、「利用して

みたい」、「サービスの内容によって

は利用してみたい」、「現在の移動手

段がなくなったら利用してみたい」

を合わせると、82％の人が潜在的に
利用してみたいと回答している。 
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図 7-30 バスで行きたい当別町内の施設(n=57) 

 
デマンドバスの利用頻度について

は、「週に 1～2 日」が 30％、「月に
数日」が 32％と多くなっている。な
お、「分からない」と答えた人も 3割
近くいた。 
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図 7-31 デマンドバスに最も期待するサービス 

 
デマンドバスに最も期待するサービ

スは、「乗降場所が自宅や目的に近

い」が多く、30件あった。 
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図 7-32 期待するデマンドバスの料金(n=56) 

 
期待するデマンドバスの料金は、

「200円」が 36％、「300円」が 37％
と低料金での利用を希望している人

が多い。 
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図 7-33 期待するデマンドバスの運行便数（n=55） 

 
期待するデマンドバスの運行便数

は、「午前・午後に各 2 便」が 65％
と最も多くなっている。 
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図 7-34 デマンドバスで行きたい当別町内の施設(n=109) 

 
デマンドバスで行きたい当別町内の

施設は、「当別駅」、「買い物」、「病院」

がそれぞれ 28％、28％、25％と多い。 

 

 

 

 

自　由　回　答

ふれあいバスも使用出来ない人達がたくさんいますよ。

病院、スーパー、駅、公共施設を利用に配慮した運行スケジュールを希望します。

年齢が高くなるにつれて車の運転をひかえたいし、当別町内の商店を利用したいと思います。

東裏地区はスクールバスが通っているので町内のバスが通れないと聞きましたがスクールバスに乗るのに前の日から予
約しないと乗れないのです。急な時やあまり朝が早いので利用しずらい。別のバス通してほしいです。町ばかり良くしない
で農村の方にも目を向けて欲しい。バスが何便も通っていたら毎日買い物行けて嬉しいのですが、町内より農村部にも目
も向けて欲しいです。

歩くのが不自由な所もあるので、出来るだけ車を利用したい。ただ、バス等自宅より5分位であれば利用したい。

自家用車があり免許のあるうちは、あまり身近に考えられない。

車運転できなくなった時に市外まで来てくれたら大変助かります。

自分で運転出来なくなったらバスを利用したいと思います。

私は足が悪いのでとても車なしでは、どこへも行くことが出来ません。最近は自転車も乗れなくなって来ました。ふれあい
バスはとても助かっております。

冬期間駅前の除雪が悪く。せまく感じます。乗車場所バスの止める場所移して欲しいです。町外の人々は駅前はどこに車
を止めます。駅は町の顔ですよ。冬場は除雪が悪いですｌ。子供達の送り迎えでも狭すぎます。

農家なので短時間で用事を済ませて帰って来たいので車になってしまう。

今のところあまりピンときませんので答えも難しかったです。

交通便が悪い所なので車がない事は考えられません。乗れなくなったらタクシー利用を考えます。

当別駅までのバス。是非運行して欲しいです。子供が駅の方まで出かける時、自家用車で送っていけない時など。大変
困っていますが、バスがあったいいなといつも思っています。
我が家にも80歳の年寄りの母がいます。年寄りに優しいバスの運行をお願いします。私も近い内にバスの利用者に成る
時が来ます。その時、便利なバスであって欲しい。

自宅付近には通っていません。今の所利用はしませんが免許が返上した時は良き方法があると良いと思っています。

早く国道275号から東裏32線廻りで町内に行けるバスを運行して下さい。

バスが通ってないので何とも言えません。
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（２）市街地地区のアンケート調査結果 
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図 8-1 回答者の性別（n=164） 
 

 
市街地地区の回答者の性別は、女性

が 6割、男性が 4割と女性の占める
割合が高い。 
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図 8-2 回答者の年齢 

 

 
市街地地区の回答者の年齢は、70歳
以上が最も多く、次いで 60 代、50
代が多いことから、高齢者の占める

割合が高いと言える。 
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図 8-3 回答者の居住地 
 

 
市街地地区の回答者の居住地は、六

軒町が 59名と最も多く、次いで、末
広が 42名と多い。 
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図 8-4 回答者の職業 

 
市街地地区の回答者の職業は、無職

が 49 名と最も多く、次いで「パー
ト・非常勤」、「常勤」、「専業主婦」

がそれぞれ 27名、25名、24名と多
い。無職が多いのは、高齢者が多い

ためと考えられる。 
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図 8-5 回答者の世帯構成 

 
市街地地区の回答者の世帯構成は、

「配偶者のみ」が 64名と最も多く、
次いで、「親子」が 56名、「単身」が
23 名と多い。一方、「多世代家族」
は 13名と少なくなっている。 
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図 8-6 回答者の免許保有状況 

 
回答者の免許保有状況は、普通免許

を保有している回答者が全体の 6 割
強を占めていた。 
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図 8-7 回答者の自動車保有状況（n=156） 

 
回答者の自動車保有状況は、「自分専

用のクルマあり」が 48％と半数を占
め、次いで「家族共用のクルマあり」

が 28％と高くなっている。一方、「ク
ルマを保有していない世帯」も 24％
あった。 
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図 8-8 回答者の将来の運転意向 

 
回答者の将来の運転意向は、70歳ま
でが 43名と最も多く、次いで 80歳
までが 24名、75歳までが 21名と多
くなっている。 
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図 8-9 通勤通学の交通手段 

 
通勤・通学の交通手段は、「自分で運

転するクルマ」が 51名と多く、次い
で「徒歩」、「自転車」が 29 名、27
名と続いている。「ＪＲ」や「路線バ

ス」といった公共交通を利用してい

る人も多く、それぞれ 12名、9名い
た。 
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週に1～2日

 
図 8-10 通勤通学の外出頻度（n=88） 

 
通勤・通学の外出頻度は、「ほぼ毎日」

が 74％と非常に高く、「週に 1～2日」
と回答した人は 26％である。 

買い物の交通手段
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図 8-11 買い物の交通手段 

 
買い物時の交通手段は、「自分で運転

するクルマ」が 87名と多く、次いで
「自転車」、「徒歩」が 49 名、45 名
と続いている。 
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図 8-12 買い物の外出頻度（n=134） 
 

 
買い物時の外出頻度は、「週に 1～2
日」が 62％と高く、次いで「ほぼ毎
日」、「月に数日」と回答した人はそ

れぞれ 19％ずつであった。 
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図 8-13 通院時の交通手段 

 

 
通院時の交通手段は、「自分で運転す

るクルマ」が 57名と最も多く、次い
で「自転車」、「徒歩」が 27 名、24
名と続いている。「人に乗せてもらう

クルマ」や「ＪＲ」、「路線バス」と

回答した人も多く、それぞれ 19名、
18名、18名いた。 
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図 8-14 通院の外出頻度（n=102） 
 

 
通院時の外出頻度は、「月に数日」が

69％と高く、次いで「年に数日」と
回答した人が 20％であった。 
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図 8-15 ふれあいバスの利用の有無（n=160） 

 
ふれあいバスの利用については、

46％の回答者が「利用したことがあ
る」と答えている。一方、利用経験

のない人は 54％である。 
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図 8-16 ふれあいバスの利用頻度 

 
ふれあいバスを利用する回答者の

内、「年に数日」が 36件と最も多く、
次いで「月に数日」が 26件と多くな
っていた。 

23

13

14

32

0 5 10 15 20 25 30 35

市街地循環線

金沢線

みどり野・青山線

西当別・あいの里線

 

図 8-17 よく利用する路線 

 
よく利用する路線は、「西当別・あい

の里線」が 32件と多く、次いで「市
街地循環線」が 23件と多い。 
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図 8-18 利用目的 

 
ふれあいバスの利用目的は、「買い

物」が 39件と最も多く、次いで「通
院」が 31件と多い状況である。 
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図 8-19 ふれあいバスの問題点・改善点 

 
ふれあいバスの問題点・改善点は、

「運行便数が少ない」が 47件と最も
多く、次いで「バス停が自宅から遠

い」が多かった。 
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図 8-20 市街地循環線に期待する運行サービス 

 
市街地循環線に期待する運行サービ

スは、「バス停までも距離が短い」が

最も多く 48件、次いで「運行便数が
多い」、「運賃が安い」が続いている。 
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図 8-21 期待する運行便数 

 
期待する運行便数は、「8～10便」が
多く 6件、次いで「7～8便」、「16～
20便」となっている。 
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図 8-22 期待するバス停留所までの徒歩時間 

 
期待するバス停留所までの徒歩時間

は、「5 分以内」と「3 分以内」が多
く、それぞれ 19件と 18件であった。 
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図 8-23 期待する料金 
 

 
期待する料金は、「100 円」が 13 件
で最も多く、次いで「200 円」が多
い。 
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図 8-24 バスで行きたい当別町内の施設 

 

 
バスで行きたい当別町内の施設は、

「ゆとろ」が 4件と多く、次いで「ラ
ルズ」、「駅」、「役場」が 3 件ずつで
あった。 
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図 8-25 期待にそったバスが運行した場合の利用頻度 

 

 
期待にそったバスが運行した場合の

利用頻度は、「週に 1～2日」が 31％
と最も高く、次いで「ほぼ毎日」が

13％と高い。一方、「分からない」と
回答した人も32％と多かった。なお、
「利用しない」と答えた人はわずか

9％であった。 
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よっては利用したい

現在の移動手段がな
くなったら利用したい

利用したくない

 
図 8-26 デマンドバスの利用意向（n=128） 

 
デマンドバスについては、「利用して

みたい」、「サービスの内容によって

は利用してみたい」、「現在の移動手

段がなくなったら利用してみたい」

を合わせると、84％の人が潜在的利
用してみたいと考えている。 
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図 8-27 デマンドバスの利用頻度（n=109） 

 
デマンドバスの利用頻度について

は、「週に 1～2日」が 30％と多くな
っており、次いで「月に数日」が多

くなっている。一方、「分からない」

と答えた人も 40％いた。 
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図 8-28 デマンドバスに期待するサービス 

 
デマンドバスに期待するサービス

は、「乗降場所が自宅や目的に近い」

が 46件と最も多く、次いで「料金が
安価である」が 25件と多くなってい
た。 
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図 8-29 期待するデマンドバスの料金（n=126） 

 
期待するデマンドバスの料金は、

「200円」が 34％と最も多く、次い
で「100円」と「300円」が 25％ず
つと多い。 

 

 

 



 

- 87 - 

17%

41%

42% 午前・午後に各1便

午前・午後に各2便

午前2便・午後3便

 
図 8-30 期待するデマンドバスの運行便数（n=115） 
 

 
期待するデマンドバスの運行便数

は、「午前 2便・午後 3便」が 42％、
「午前・午後に各 2便」が 41％とな
っており、運行便数の多さを期待し

ている。 
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図  8-31 デマンドバスで行きたい当別町内の施設
（n=197） 

 

 
デマンドバスで行きたい当別町内の

施設は、「当別駅」が 34％と最も多
く、次いで「買い物」、「病院」がそ

れぞれ 27％、24％と続いている。 
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自　由　回　答

江別の病院ですね（幸町あたりです）　江別の大きいデパート（ポスフール、マックスバリュー）お願いしたいです。

特に冬とか雨降り１番のJRに動くようにしてくれたら便利で利用したいと思う。夏だけ朝早くからクルクル空回りしているのなら意味がなくタク
シーで行くと思う。江別のポスフールにもバスで行くようにして欲しい。週に１～２回

今の所、主人が車を運転するので車に頼っていますが、年齢が70過ぎていますのでだんだん無理になってきてますので車がなくなると多分
バス移動が多くなると思います。その時はテマンドバスは便利だと思います。

夏は自転車で行きます。冬だけバスで六軒町。駅で乗り継ぎが悪い。

利用するバス停の発着時間が時刻表に頼らず記憶に残りやすいよう構成してほしい。

フリーバスにして下さい。

将来的に車の運転をやめた後は、ふれあいバスやデマンドバスに頼る様になると思っています（現在は何かと用事が多く、車に頼っていま
す）

現在、自家用車で移動出来ますのであまり必要感じません。乗車する場所が遠く不便。いずれ年齢で運転出来なくなります。デマンドバスに
ついては大変良いと思います。

土日祝日の回数を増やして、夜の便をもう少し遅い時間があるようにして欲しいです。

バスに乗ってみたいが中々時間的に合わないのか、まだ市内は乗ったことありません（ラルズ行きたくても）　江別迄は月１回くらい乗りま
す。運転手さんは親切です。助かります。

現在90歳ですが、自転車に乗れなくなったら大いにバスを利用したと思います。

みどり野・青山線を子供が利用しています。今年4月から中学校（当中）に通いますが、帰りにバスを使うことが出来ません。冬期間だけで
も、「市街地循環線」と「青山線」の乗り継ぎが出来るようになれば助かります。

今現在は元気で過ごしていますが、先の事はどうなるかわからず心配です。生きて行くにはしっかりしていかねばと思っています。

もう少しバス停留所を増設してもらいたいです。普段は通学でふれバを利用させていただいておりますが、とても利用しやすく、素晴らしい町
の取り組みだと思います。これからも利用させて頂きます。よろしくお願い致します。

今は、50歳代で当別駅まで自転車でも徒歩でも行けますが、60歳後半以降になりますと、買い物でも通院（町外）でも大変です。それを考え
ると、とても不安になります。タクシーだって台数が少ないせいか、すぐ好きな時間には来ません。それに自動車の経費より安いかもしれま
せんが年金暮らしになると、とてもタクシーは使えません。なんとか、残して欲しいです。

当別町は、公共交通機関がJRとコミュニティーバスしかないので、もっともっと本数を増やして欲しいです。通勤に使うなら、始発・最終の時
間を考えて欲しい。（始発ならもっと早く、最終ならもっと遅く。）通院でも、始発を１時間早く、本数も増やさないと帰るのに待ち時間が長くな
る。（江別の場合）など、以上。

今の所、自転車に乗れますが今後一年とも言えませんので、質問⑤に付いてはこれぞと返事は出来ません。81歳の女です。

昨年12月28日40年の経歴、車を止めました。「ふれあいバス」の運行と「マーケットの配達運転」のお陰で思い切りました。不便もありますが
年ですので（88歳）配慮下る町政に感謝して日々暮らして居ります。

バスには毎日でも日課のごとくして乗ってみたい。町道・道道・国道ばかりでなく主な町内私道（？）でも走れる様になれば・・・。

土日限定、道民の森へ行くバス（5月～10月限定）があればいいと思います。料金割高でも（往復1000円）乗る人いるのでは。個人的に山登
りするので！！

定期バス賃を下げて欲しい。\4,000は少し高いです。

土日にあいの里線が無いのが残念・・・

冬期間も当別駅に自転車で通勤したいので駐輪場の除雪をお願いしたい。

今現在家族がバスを利用する状況にないのでアンケートに答えられない。バスは絶対に必要なものである。今乗車率が低くともいずれ利用
者多くなる時代は来るだろうと思う。

冬期間バスを利用させて頂いてます。

金沢・青山線から南口で乗り換えまた200円かかり、あいの里まで行くのに400円かかると、ＪＲで行った方がいいと思う。（金沢線からなら）
朝、大学行きのバスが満杯で、乗れなかった人達が駅に向かって行くのを見ると、その時間だけ台数を増やすとか出来ないのかなと思いま
す。乗り換えると割高になる料金も、バスに向かないひとつだと思います。ＪＲより手軽に使えそうで使えない状態だと思う。町内だけの移動
ならいいと思います。

高齢になれば（65～70歳）是非利用したいです。つい車を利用しますが、エコ、色々な人との空気にふれる機会が出来るので大変よいシス
テムと考えます。

住みよい町にしてほしい。

デマンドバスにした方がいいと思います。バスを見かけても、ほとんど人が乗っていません。ムダです。返信封筒の切手80円で足りるのでは
＜税金のムダです。

週末のみのあいの里駅行きの便があれば利用したい、仕事が札幌なので、例えば、友人が当別にきても居酒屋があまりなく、あいの里また
は、札幌北区当たりにいつもなる、もちろん友人は当別に一泊する前提です。（図あり）

利用者が一部に限られるシステムには賛成しかねる、如何に補助金で運行しても根本は税の浪費だ、駅と並行して走る路線等、以ての外
である。電化した場合スピード化もあるだろう、デマンドバスは個人営業の延長ではないのか？体が不自由なものは介護が必要なので利用
はよいが限られると思う、アンケートに基づいての事業拡大はやめよう。

近いところは徒歩で（冬）夏は自転車で。遠い所はバスを利用したいと思います。

現行で良い！自転車も自動車も運転出来なくなると乗ります。

今は車の運転ができるので、ふれあいバスの関心がありませんが、運転ができなくなるとふれあいバスを使うことになると思います。

「路線について」現在六軒町方面より当別北口駅へ（北栄町経由にて）ですが六軒町方面から直線で（旧中央バス路線）当別南口駅まで希
望します（上下線）

高齢化社会との関わりの中でふれあいバス、デマンドバスへの町民の期待は高まると思います。

町民のためを考えてくださっていることに深く感謝しています。しかしながら、時間的に不便を感じ（自らの計画性のないのはわかっておりま
すが）折角のご厚意に添うことができず、申し訳なく思っています。今後もどうしても必要な方のために運行してくださいますようお願いしま
す。

引っ越ししたばかりなので当別のことをまだよくわかっていない状態で回答があいまいですみません、これから、楽しみたいと思っています。

手を上げるとどこでも停止をして乗車ができるようにするとまだまだ利用する人が増えると思います。テレビで見ました、他の町村で実行して
いるのを見ました。料金は一律200円で運行していました。

お年寄りにとってはありがたいので、是非デマンドバスを利用したいと考えています。
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（３）郊外地区のクロス集計 
  郊外地区のクロス集計結果を以下に示す。なお、本クロス集計結果については、デマンドバス利用

意向別の属性や意識について着目した。 
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現在の利用手段がなくなったら利用したい 利用したくない
 

居住地×デマンドバス利用意向 

   居住地とデマンドバス利用意向に顕著な差異は認められない。 
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利用してみたい サービス内容によっては利用したい

現在の利用手段がなくなったら利用したい 利用したくない
 

デマンドバスに期待するサービス×デマンドバス利用意向 

  デマンドバスを利用したいと考えている方の意識としては、「乗降場所が自宅や目的地に近い」こ

とを期待する方々が多い。 
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デマンドバスに期待する料金×デマンドバス利用意向 

  利用意向が高い方が期待するデマンドバスの料金は、200円と 300円が高い。また、デマンドバス
の利用料金として 100円を希望する住民がいるものの、その方々の利用意向は低い。 
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デマンドバスに期待する運行便数×デマンドバス利用意向 

  利用意向が高い方が期待する運行便数は午前・午後に各 2便である。 
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市街地地区のクロス集計 
  市街地地区のクロス集計結果を以下に示す。なお、本クロス集計結果については、デマンドバス利

用意向別の属性や意識について着目した。 
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居住地×デマンドバス利用意向 

  居住地とデマンドバス利用意向については、樺戸町の回答者の利用意向は低いものの、他の地区に

ついては、大きな差異は認められない。 

7

7

3

16

3

2

1

18

12

2

3

1

7

1

3

1

2

3

2

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗降場所が自宅や目的に近い

料金が安価である

乗車時間が長すぎない

予約が簡単である

待ち時間が短い

乗換えがない

その他
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デマンドバスに期待するサービス×デマンドバス利用意向 

  デマンドバスを利用したいと考えている方の意識としては、「乗降場所が自宅や目的地に近い」、「料

金が安価である」ことを期待する方々が多い。 



 

- 92 - 

5

11

2

3

5

10

6

2

12

15

15

9

3

3

6

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100円

200円

300円

500円

利用してみたい サービス内容によっては利用したい

現在の利用手段がなくなったら利用したい 利用したくない
 

デマンドバスに期待する料金×デマンドバス利用意向 

   
利用意向が高い方が期待するデマンドバスの料金は、200円が高い。 
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  利用意向が高い方が期待する運行便数は午前・午後に各 1便である。 
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郊外地区・市街地地区の比較 
市街地地区より郊外地区の方が免許を保有している割合が高い。 
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運転免許の保有状況（郊外地区・市街地地区比較） 

 
市街地地区より郊外地区の方が自分専用のクルマを保有している割合が高い。 
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自動車の保有状況（郊外地区・市街地地区比較） 

 
市街地地区は、「70 歳くらいまで」運転しようと思っている人が多く、郊外地区は、「80 歳くらいま

で」運転しようと思っている人が多いことが分かる。 
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将来の運転意向（郊外地区・市街地地区比較） 
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郊外地区と市街地地区にデマンドバス”利用意向に大きな違いは見られなかった。両者とも潜在的にデ

マンドバスを利用したいと考えている人は全体の８割に及んでいた。 
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デマンドバスの利用意向（郊外地区・市街地地区比較） 

 
デマンドバスの利用頻度については、「ほぼ毎日」、「週に 1～2日」は市街地地区と郊外地区に差は見

られなかったが、「月に数日」利用すると回答した人は、郊外地区の方が多かった。 

4

3

33

17

22

18

7

3

43

16

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街地

郊外

ほぼ毎日 週に1～2日 月に数日 年に数日 分からない
 

デマンドバスの利用頻度（郊外地区・市街地地区比較） 

 
デマンドバスに期待するサービスについては、「乗降場所が自宅や目的に近い」と回答した人が、郊

外地区の方が多かった。一方、「料金が安価である」と回答した人は市街地地区の方が多かった。 
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デマンドバスに期待するサービス（郊外地区・市街地地区比較） 
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デマンドバスに期待する料金については、「100 円」と回答した人が、市街地地区の方が多く、「300
円」と回答した人は郊外地区の方が多かった。 
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デマンドバスに期待する運行頻度については、「午前・午後に各 2 便」と回答した人が、郊外地区に

多く、「午前 2便・午後 3便」と回答した人は市街地地区の方が多かった。 
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デマンドバスで行きたい当別町内の施設については、郊外地区と市街地地区に大きな差は見られなか

った。 
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当別ふれあいバスＯＤ調査の結果 

 

全路線での比較 
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支払方法の比較 
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支払方法の比較（割合） 
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路線別利用者数比較（休日：土日） 
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路線別利用者属性の比較（平日：市街地循環線） 
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路線別利用者属性の比較（平日：西当別・あいの里線） 
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